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はじめに
本稿の目的は，ジェローム・セイモア・ブルーナー（Bruner, Jerome Seymour, 1915–）が提唱し
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年代のカリキュラム改革運動
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のためであっ
た。とすると，学者や科学者の参加の必要性は「構造」を学ぶためのものというよりも教えるための












































造」を「subject matterの固有の思考法（a way of thinking）とその展開を示す概念」であると結論す
る（38）。小川が指摘しているように，確かにブルーナーは「『教材』（subject matters）は高度に洗練さ




















































注⑴ ブルーナーの幼児の言語獲得研究は Jerome Bruner, Child’s Talk: Learning to Use Language, Oxford 
University Press, 1983.にまとめられている。
　⑵ Jerome S. Bruner, “Narrative and Paradigmatic Modes of Thought”, 1985, in Jerome S. Bruner （ed.）, In 
Search of Pedagogy, Vol.2, Routledge, 2006, pp. 116–128.
　⑶ 例えば Jerome Bruner, Making Stories: Law, Literature, Life, Harvard University Press, 2002.が挙げられる。
　⑷ Jerome Bruner, The Culture of Education, Harvard University Press, 1996, p. 39. 
　⑸ David Olson, Jerome Bruner: the cognitive revolution in educational theory, Continuum International Publishing 




の記述については Jerome S. Bruner, “Narrative and Paradigmatic Modes of Thought”, pp. 116–119.を参照され
たい。
　⑹ Jerome Bruner, The Culture of Education.
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　⑼ よく知られているように『教育の過程』はウッズ・ホール会議（the Woods Hole Conference）の報告書で
もあるが，『教育の過程』にウッズ・ホール会議は PSSCなどが開発したカリキュラムの「このような興味
の刺激に対する一つの反応であった」と明記されている（Jerome Bruner, The Process of Education, Harvard 
University Press, 1977 （1960）, p. 2.）。
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